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I. はじめに　本題（その1 ））では調査についての

概要と，洗濯・入浴・洗面用具の室別所有の実態をRC

アパートおよび独立住宅に分け，比較して示した。本小

論では上述の所有の実態よ り そ れ らの標準所有を追求

し，収納方法をのべ住居の標準化に役立てたい。

2.　標準所有量の追求　調査の結果として所有量，使

用量，適数，平均所有個数等を求め，それらの分析結果

にわれわれの実生活から割出したファクターおよび生活

の変化の指向性を加味して標準所有を決定した。なお，

標準所有は品目, 個数，寸法等について示す（表示）。洗

濯用具の標準については洗濯が専用洗濯室あるいはユー

ティリティまたは脱衣兼用室で行われる場合も同一でよ

い（共用洗濯室の場合は省Ｏ 。一方浴室･脱衣室に置か

れるべき用具については洋風の形式と和風の形式によっ

て大きい差違がある。ここでは和風形式のみについての

べる。なお，洗面所に用いられる用具は家族的個人差が

多いので量的に標準を決めることがむつかしい。

3. 標準所有の収納について　前項で決定したそれら

の標準所有にもとずいて収納例をつくる。なお収納に関

しては市販用具の寸法にモデュール的検討を加えた（洗

濯用具および入浴に関する用具について図示）｡洗面用具

の収納は市販のメディシンボックスが多用されている。

注記　1）著者等；同題（その１一 洗濯・入浴・洗面

用具の所有の実態）学会関西支部研報S42.  5。　 ）̂著者

等：同題（その2 一一一一掃除用具等の所有の実態）.    以下

同上。


